
( 1 ) ~この社会あなたの税がいきている。
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会
長
ご
挨
拶

)

白
河
地
区
税
務
関
係
団
体
協
議
会

,
.
'

公
益
社
団
法
人
白
河
法
人
会

会
長
藤
田
光
夫

令
和
7
年
6
月
よ
り
白
河
地
区
税
務
関
係
団
体
協
議
会
の
会

長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
藤
田
光
夫
で
す
。

小
野
前
会
長
の
後
を
受
け
て
、
大
役
を
お
引
き
受
け
す
る
こ

と
に
な
り
、
役
割
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

白
河
地
区
税
務
関
係
団
体
協
議
会
会
員
の
皆
様
、
白
河
税
務
署

長
様
は
じ
め
関
係
団
体
の
皆
様
に
は
小
野
前
会
長
と
同
様
に
ご

指
導
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
税
庁
が
公
表
し
た
「
税
務
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
・
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
2
0
2
3
」
で
は
「
納
税
者
の
利

便
性
の
向
上
」
と
「
課
税
・
徴
収
の
効
率
化
等
」
そ
し
て
「
事

業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
促
進
」
が
大
き
な
3
つ
の
柱
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
税
団
協
と
し
て
は
、
「
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
促
進
」

に
つ
い
て
税
務
手
続
き
だ
け
で
は
な
く
、
事
業
者
の
内
部
業
務

の
デ
ジ
タ
ル
化
、
事
業
者
同
士
の
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
促
進

に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
税
に
関
す
る
啓

発
活
動
と
し
て
「
税
を
考
え
る
週
問
」
が
あ
り
ま
す
が
、
以
前

に
比
べ
ま
し
て
「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
意
義
が
薄
れ
て
来
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
税
団
協
と
し
て
は
「
税
を
考
え
る

週
間
」
に
お
け
る
取
り
組
み
に
も
積
極
的
に
挑
戦
し
て
ま
い
り

ま
す
。今
、
人
口
減
少
問
題
は
、
日
本
社
会
が
直
面
す
る
最
も
重
要

な
課
題
の
一
つ
で
す
。
人
口
減
少
が
地
方
に
も
た
ら
す
影
響

は
、
経
済
・
生
活
・
行
政
・
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面

に
及
び
ま
す
。
労
働
力
不
足
・
商
店
街
や
中
小
企
業
の
衰
退
な

ど
地
方
経
済
や
地
方
の
生
活
に
影
響
が
出
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
税
団
協
と
し
て
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
効
率
化
に
取
り
組
み
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
情
報
の
共
有

ヒ
、

そ
し
て
さ
ら
な
る
組
織
の
発
展
を
目
的
と
し
て
前
進
し
て

イま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
幸
多
き
一
年
と
な
り

ま
す
よ
う
祈
念
し
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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ト
ご
あ
い
さ
つ
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白
河
税
務
署
長

中
村
浩
紀

白
河
地
区
税
務
関
係
団
体
協
議

会
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら
税

務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
深
い
ご

理
解
と
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
協
議
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

税
務
団
体
相
互
の
緊
密
な
連
絡

協
調
を
図
る
と
と
も
に
、
各
団
体

の
機
能
を
よ
り
有
効
に
発
揮
さ
せ
、

申
告
納
税
制
度
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
五
二
年

一
月
に
発
足
し
て
以
来
各
構
成

団
体
に
お
き
ま
し
て
児
童
・
生
徒

に
対
す
る
租
税
教
室
へ
の
講
師
派

遣
や
、
税
の
標
語
、
税
の
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー
ル
の
主
催
中
高
生

の
税
の
作
文
表
彰
に
協
賛
し
て
い

た
だ
く
な
ど
、
納
^
意
^
向
上
の

た
め
の
活
動
の
ほ
か
、
申
告
納
税

制
度
の
健
全
な
発
展
期
限
内
納

付
な
ど
に
ご
尽
力
を
頂
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
、
改
め
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
数
多
の
学
校
を
訪
問

し
、
児
亨
生
徒
に
各
種
の
表
彰

状
を
授
与
し
た
際
ゞ
堂
賞
者
が
輝

か
し
い
瞳
と
満
面
の
笑
み
で
賞
状

や
記
念
品
を
受
け
取
る
姿
を
見
な

が
ら
、
こ
う
し
た
貴
協
議
会
構
成

団
体
の
ご
尽
力
こ
そ
が
、
将
来
、

我
が
国
の
税
を
担
う
べ
く
若
者
達

に
お
け
る
納
税
思
想
の
高
^
に
繋

が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
こ

の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
深
い
深

い
敬
意
と
器
を
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

さ
て
、
皆
様
既
に
ご
承
知
の
と

お
り
、
税
務
当
局
で
は
、
納
税
老

の
皆
様
の
自
発
的
な
納
税
義
務
の

履
行
を
適
正
か
つ
円
滑
に
実
現
す

る
こ
と
を
使
命
と
し
、
こ
れ
を
果

た
す
た
め
、
納
税
手
続
等
の
利
便

性
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

正
か
つ
公
平
な
課
税
・
徴
収
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

と
り
わ
け
「
税
務
行
政
の
D
X
」

を
最
重
要
課
題
と
し
、
①
納
税
者

の
利
便
性
向
上
、
②
事
業
者
の
デ

ジ
タ
ル
化
促
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。ま
ず
、
①
納
税
者
の
利
便
性
向

上
の
面
で
は
、
納
税
者
の
方
々
が

税
に
関
す
る
様
々
な
手
続
き
を
ス

マ
ホ
な
ど
の
日
常
使
い
慣
れ
た
機

器
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
現
在
、

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
約
四
人

に
三
人
の
方
が
e
 
,
 
T
a
X
を
利

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
申
告
の

た
め
に
わ
ざ
わ
、
ざ
確
定
申
告
会
場

に
お
い
で
に
な
る
方
の
数
は
大
幅

に
減
り
ま
し
た
。

ま
た
、
法
人
税
、
消
費
税
及
び

源
泉
所
得
税
な
ど
の
納
税
手
続
は
、

e
 
'
 
T
a
X
を
操
作
し
て
指
定
口

座
か
ら
振
替
納
付
す
る
「
ダ
イ
レ

ク
ト
納
付
」
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ハ
ン
キ
ン
グ
に
ょ
る
納
税
を
推
奨

し
て
お
り
、
約
-
 
0
社
(
人
)

に

四
社
(
人
)
が
、
税
務
署
や
金
融

機
関
に
出
向
か
ず
に
納
税
を
済
ま

せ
て
い
る
と
こ
ろ
、
今
後
も
こ
れ

ら
キ
ャ
ッ
シ
ユ
レ
ス
納
付
の
推
奨

に
注
力
し
ま
す
。

②
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
促
進

は
、
事
業
者
が
行
う
会
計
・
経
理

等
の
業
務
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
れ
ば
、

単
純
計
算
誤
り
を
防
い
で
正
確
性

が
向
上
す
る
ほ
か
、
業
務
の
効
率

化
で
生
産
性
が
向
上
す
る
こ
と
も

期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ク
ラ
ウ

ド
会
計
ソ
フ
ト
や
デ
ジ
タ
ル
イ
ン

ボ
イ
ス
を
は
じ
め
と
し
た
デ
ジ
タ

ル
ツ
ー
ル
の
導
入
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
税
務
当
局
に
ょ
る

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し

て
、
貴
協
議
会
の
皆
様
方
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
は
、
飛
躍
・
前

進
の
象
徴
と
さ
れ
る
午
年
で
す
か

ら
、
万
事
(
よ
ろ
ず
ご
と
)
ウ
マ

く
い
き
ま
す
よ
う
、
そ
し
て
、
白

河
地
区
税
務
関
係
団
体
協
議
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
方
の

ご
繁
栄
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

α

税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

一

【
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
先
】

イ
ン
ボ
イ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

0
 
三
0
1
二
0
五
1
五
五
三

受
付
時
間
九
時
S
十
七
時

(
士
・
日
・
祝
日
除
く
)

【
納
税
は
、
安
心
安
全
な

振
替
納
税
で
!
】

振
替
納
税
の
手
続
き
を
行
う
こ

と
で
、
窓
口
に
行
く
手
間
や
現
金

の
持
ち
運
び
が
不
要
と
な
る
ほ

一
度
手
続
き
を
し
て
い
た
だ

、
、
け
れ
ば
、
毎
年
手
続
き
を
す
る
こ

と
な
く
、
自
動
で
引
き
落
と
さ
れ

ま
す
。
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
ロ

座
振
替
依
頼
書
を
確
定
申
告
期
限

ま
で
に
ご
^
出
く
だ
さ
い
。

※
既
に
ご
登
録
さ
れ
て
い
る
方

は
、
振
替
日
の
前
日
ま
で
に
口
座

の
残
高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
所
得
税
等
振
替
日

令
和
八
年
四
月
二
十
三
日
困

消
費
税
等
振
替
日

令
和
八
年
四
月
三
十
日
困

と
で
、
自
宅
や
会
社
か
ら
時
間
を

気
に
せ
ず
送
信
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
ダ
イ
レ
ク
ト
納

付
(
e
 
,
 
T
a
X
を
利
用
し
た
口

座
振
鉄
巳
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ユ
レ
ス

納
付
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
金
融

機
関
の
窓
口
へ
出
向
く
こ
と
な
く

納
付
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。e
'
T
a
X
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
 
e
 
,
 
T
 
a
 
X
 
ソ
フ
ト
と
同
様

の
画
面
で
、
徴
収
高
計
算
書
の
作

成
・
送
信
・
納
税
の
一
連
の
流
れ

を
体
験
で
き
る
「
源
泉
所
得
税
の

キ
ャ
ツ
シ
ユ
レ
ス
納
付
体
験
コ
ー

ナ
ー
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

、
.、
回

J

先

1

謁
・

税納替振

:
 
h
回

【
国
税
を
一
時
に
納
付
で
き
な
い
方

の
た
め
に
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
三

国
税
を
一
時
に
納
付
す
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
は
、
税
務
署
に
申

請
す
る
こ
と
に
ょ
り
換
価
が
猶
予

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

電
話
で
白
河
税
務
署

、

ま
(
0
二
四
八
ー
ニ
ニ
ー
七
一
三
)

の
徴
収
担
当
丙
線
二
五
に
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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【
徴
収
高
計
算
書
の
提
出
も

納
税
も
e
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T
a
 
X
で
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】

源
泉
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得
税
の
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収
高
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【
納
税
証
明
書
の
請
求
は
、
自
宅
等
か
ら
『
9
T
a
X
』
を

使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
が
便
利
で
す
!
】

①
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
に
ょ
る
窓
口
受
取
を
利
用
し
て
い

た
だ
く
と
、
税
務
署
の
窓
口
で
書
面
に
ょ
り
請
求
す
る
場

合
と
比
べ
、
短
い
時
間
で
受
け
取
れ
ま
す
。

な
お
、
交
付
請
求
時
に
お
い
て
、
電
子
証
明
書
や
1
C

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
は
不
要
で
す
。

②
デ
ー
タ
(
P
D
F
フ
ァ
イ
ル
等
)
で
受
領
す
る
場
貪

交
付
請
求
時
に
お
い
て
、
電
子
証
明
書
を
付
与
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
等
か
ら
交
付
手
数
料
を
支
払

う
こ
と
で
、
税
務
署
の
窓
口
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
な

く
受
け
取
れ
ま
す
。

③
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
は
、
手
数
業
、
一
税
目
一
年
度
一

枚
三
百
七
十
円
(
通
常
四
百
円
)
と
安
価
で
す
。

【
記
帳
・
決
算
の
し
か
た
に
つ
い
て
】

記
帳
・
決
算
の
方
法
・
注
意
点
を
説
明
す
る
動
画
を
Y
O
U

T
u
b
e
国
税
庁
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

'

【
申
告
書
作
成
会
場
の
ご
案
内
】

白
河
税
務
署
で
は
、
令
和
7
年
分
所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与

税
の
申
告
書
作
成
会
場
を
次
の
と
お
り
開
設
予
定
で
す
。

●
開
設
場
所

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
ニ
階
講
堂

(
白
河
市
中
田
一
四
9

●
開
設
期
間

令
和
八
年
二
月
十
六
日
⑪
S
三
月
十
六
日
⑪

※
士
・
日
祝
日
を
除
き
ま
す
。

●
開
設
時
間
九
時
S
十
六
時

※
申
告
書
作
成
会
場
で
は
ご
自
身
の
ス
マ
ホ
で
申
告
書
等
を

作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
ス
マ
ホ
の
ほ
か
ご
自
身
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
電
子
証
明
書
の
二
種
類
の
パ
ス
ワ
ー
ド
(
数
字
四
桁
、
英
数

六
S
十
六
文
字
)
が
必
要
で
す
。

※
当
会
場
へ
の
入
場
に
は
「
入
場
整
理
券
」
が
必
要
で
す
。

入
場
整
理
券
は
し
1
N
E
に
ょ
る
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

(
詳
し
く
は
国
税
庁
H
P
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
^

慮
染
症
防
止
の
観
点
か
ら
、
ご
自
宅
等
か
ら
の
ス
マ
ホ
や
パ

ソ
コ
ン
に
ょ
る
申
告
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
ご
自
宅
で
作
成
さ
れ
た
確
定
申
告
書
は
白
河
税
務
署
へ
郵
送

等
に
ょ
る
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

,
回
包
・
、
回

画
ル

動
、
不

庁
ン
税
ヤ
国
チ

'

【
確
定
申
告
は
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
e
'
T
a
 
x
1
・
】

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
皇
扉
寺
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

申
告
書
を
作
成
し
e
,
T
a
X
で
提
出
で
き
ま
す
ー

e
・
T
a
X
の
五
つ
の
メ
リ
ッ
ト

鼎
添
付
書
類
の
提
出
不
要
鼎
印
刷
・
郵
送
代
不
要

鼎
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
鼎
税
務
署
へ
の
持
参
不
要

鼎
二
四
時
間
受
付

一

【
国
税
に
関
す
る
誤
に
つ
い
て
】

●
チ
ャ
ツ
ト
ボ
ッ
ト
^
ふ
た
ば
^
に
質
問
す
る

ご
質
問
を
入
力
い
た
だ
け
れ
ば
、
 
A
1
を
活
用
し
た

「
税
務
職
員
ふ
た
ぱ
」
が
回
答
し
ま
す
。
士
日
、
夜
間

で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

●
タ
ツ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
(
よ
く
あ
る
税
の
質
問
)
で
解
決
!

医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
、
年
末
調
整

等
よ
く
あ
る
国
税
の
ご
質
問
に
対
す
る
一
般
的
な
回
答
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
一
般
的
な
相
談
は
、
需
弔
話
相
談
セ
ン
タ
ー
』
へ

国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、

国
税
局
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
仙
台
国
税
局

の
職
員
が
お
答
え
し
て
い
ま
す
。
(
語
0
五
七
0
1

0
0
1
五
九
0
 
-
ヘ
ダ
イ
ヤ
ル
後
に
、
音
声
案
内
に

沿
っ
て
①
S
⑥
の
中
か
ら
、
誤
内
容
の
番
号
を
選
び

ま
す
。
)

①
所
得
税
②
源
泉
所
得
税
・
年
末
調
整
・
支
払
調
書

③
譲
渡
所
得
・
相
続
税
・
贈
与
税
・
財
産
の
評
価

④
法
人
税
⑤
消
費
税
や
印
紙
税
⑥
そ
の
他
の
相
談

【
税
務
職
員
を
装
っ
た
不
審
な
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
!
】

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
ア
ン
ケ
ー
ト
や
年
金
受
給
調
査

と
称
し
て
年
齢
家
族
構
成
、
年
金
の
受
輪
況
、
マ

金
残
高
や
口
座
情
報
な
ど
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
事
例

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
電
話
は
、
詐
欺
事

件
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
一
黛
く

だ
さ
い
。

※
税
務
職
員
が
納
税
者
の
皆
様
に
電
話
で
お
問
い
合

わ
せ
す
る
場
合
は
、
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
申
告
書
等

を
基
に
そ
の
内
容
を
ご
本
人
に
確
認
す
る
こ
と
を
原
則

と
し
て
お
り
ま
す
。

ご
不
明
な
点
が
あ
る
と
き
は
、
即
答
を
避
け
、
最
寄

り
の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
電
話

0
二
四
八
ー
ニ
ニ
ー
七
三
一
へ
ダ
イ
ヤ
ル
後
に
二
番

を
選
択
)

゛

デ

.

口

■

.

ヲ

回

( 3 ) ~この社会あなたの税がいきている。

県゛¥.ヨ
学鰄§'【亘12・ーと

国税庁公式UNEの

アカウントの追加

回、
:'リ

回
デ

イ乍成コーナー

回
"'

動画で見る
確定申告
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御

潤
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瓢鄭
1

~この社会あなたの税がいきている。

ネ、X

長運士

画フ、

1

,ノ

L

履物

ノ^

ーー..'、ケτ^

税金問題でお困りのとき、公正な立場で相談に応ずることができる

税務の専門家・・・それ力妹兇理士です。

税務代理・税務書類の作成等納税者忙代わって行います。

・・^_

^

三^=ずー

、

東北税理士会白河支部会員名簿

^

員名

^

清作油河市向新脚0-5佐藤弼M理士事務配 0248(23)2502
正男泊河市新白i叫丁郡"山1破税理士事務肌0248(27)3880

0247(33)2962棚倉町大字棚倉字南町57

博行 1西郷村大字熊倉字折口原37010248(48)1230

0248(22)54a英則.白河市道場小路56

白河市緯鄭5-3 菊地宏幸税理士蔚知見 0248(22)8080

0248(27)船16白河市外薄葉15-1

宗邇郷村大獣字鴨川29 金睡巍理士朝漸10248(22)乃91

白河市みさか 1 丁目18-7 10248(28)1200

0248(42)35弱矢吹町新町229-2

棚飼大朔鮮畑1別・]インテルセインビル2貯 0247(33)6133

西瓣捍下前田配4・魏理士怯人効ワ鋸tl0248(24)3056

促48(23)43a由加子白河市番士小路30-1

白河市みさか2丁目28-5 10248(28)3563

0248(23)2646白河市三番町35-1

0248(4D2125隆1矢吹町八幡町535-4

白河市大手隙卜15税理士怯人大弁畭詐 0248(22)5656

0248(2D6450矢吹町曙町94-1

0248(22)5656

0248(24)3056

事務所の所在地

「男即1高」画

事務所の所在地

務

令和7年9月1日現在

税理士法人大"畭計1白河市大手町Ⅱ-15
税理ガま人イカワ会部西郷村字下前田西24-2

代

税金のご相談は正規の税理士へ
=非税理士にご注意=

電話番号

員名

( 4 )

員名

1

田 支部連絡先油河市大手叩1-15 税理士怯人大秤桧詐0248(22)5656

電

、'

税

ゞ

0248-34-2323

0248-42-2161

10248-23 -2030

10120-35 -3057

電話番号

真

所

俊彦泊河市大手町Ⅱ・15税理士法人大"畭詐 0248(22)5656

央白河市新白河4丁目39 0248(27)3880

白河市真舟10-34 0248(23)4336

富美男泊河耐礪剰5-1 鈴村銅御吐事務配 0248(27)船16

朗楠朗2T既・1 サンデμル粕叫知鰯10248(29)8236

阿迺瓣軒棚配4-2 糎士湫肋ワ会計10248(24)3056
昭棚倉町大字棚倉字南畴ル林元税理士蔚漸10247(33)2962

幸白河市結城55-3 10248(22)8080

0248(2D5431白河市向新蔵10-5

ei肺大手町Ⅱ・15税理士1払大秤畭計 10248(22)5656

陽明 1西掛捍下船配4-2税理士怯人肋ワ鮒 10248(24)3056

羊之泊河市途卸」略56伊藤類愉理士事獅ル 0248(22)5461

生四今里1江リgτ彩外y釜瀏朝誕姻士U碕所 10247(33)6133

稔西郷村大字米字下堀川129 10248(22)7591

貴志噛河市旭町3-116-1 090(1797)0023

A下福島県酒造組合白河支部会員名簿

^^●^

.11唖轟鄭
砧^゛0,●ヌ訂畔、Jf;貸き寂1'亀し".、r"

τ'1 ゛司運み川

'゛

有賀醸造合資会社1白河市東釜子字本町96

合名会社大木代吉本店1矢吹町本町9

合名会社大谷忠吉本店1白河市本町54

千駒酒造株式会社1福島県白河市年貢町15-1

事

☆
各
種
団
体
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
税
理
士
は
信
頼
で
き
る
身
近
な
パ
ー
ト
ナ
ー
】

税
理
士
は
法
律
に
ょ
っ
て
資
格
を
与
え
ら
れ
、
納
税
者

に
代
わ
っ
て
、
税
務
申
告
な
ど
税
金
に
関
す
る
仕
事
を
す

る
税
の
専
門
家
で
す
。

事
業
の
発
展
を
手
伝
う
税
理
士

税
務
書
類
の
作
成
を
は
じ
め
、
税
務
に
付
随
す
る
財
務

書
類
の
作
成
、
会
計
帳
簿
の
記
帳
代
行
な
ど
の
ほ
か
、
経

営
指
導
経
営
分
析
等
、
企
業
や
個
人
事
業
者
か
ら
要
請

さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、
法
令
を
遵
守
し
て

事
業
の
発
展
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

税
理
士
は
地
域
社
会
に
貢
献
し
ま
す

税
理
士
の
社
会
奉
仕
活
動
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
二
月

二
十
三
目
の
税
理
士
記
念
日
に
無
料
税
務
相
談
会
や
小
規

模
事
業
者
等
を
対
象
に
記
帳
指
導
な
ど
の
税
務
支
援
の
ほ

か
、
毎
年
、
税
制
の
改
善
に
つ
い
て
、
政
府
に
建
議
を
行

つ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
白
河
市
、
西
白
河
郡
東
白
川
郡
の
小
学
校
、

理
士
に
つ
い
て

中
学
校
、
高
等
学
校

で
は
、
地
方
公
共
団

体
や
白
河
法
人
会
等

と
協
力
し
な
が
ら
租

税
教
室
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
【
税
金
の

大
切
さ
や
仕
組
み
、

社
会
の
な
か
で
の
使

わ
れ
方
や
役
割
等
】

解
り
や
す
く
説
明
し

て
い
ま
す
。

詠
^
・
、
義
●

.
゛
、
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N
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青
色
申
告
会

●
青
色
申
告
会
に
入
会
し

事
業
の
発
展
を
●

青
色
申
告
会
は
、
青
色
申
告
を

し
て
い
る
小
規
模
事
業
者
の
納
税

者
団
体
で
す
。
正
し
い
申
告

か

税
を
進
め
、
公
平
・
公
正
な
税
制

の
創
設
や
社
会
保
障
制
度
の
改
善

を
要
望
し
、
税
制
史
上
に
残
る

数
々
の
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

●
青
色
申
告
会
で

ご
利
用
い
た
だ
け
る
こ
と
●

税
金

1

青
色
申
告
の
基
礎
か
ら
記
帳

決
算
・
申
告
ま
で
丁
寧
に
指
導
し

ま
す
。

2

(
事
業
主
用
・
従
業
員
用
)
を
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。

3
 
金
融

日
本
政
策
金
融
公
庫
な
ど
の
有

利
な
国
の
融
資
制
度
の
斡
旋
を

行
っ
て
い
ま
す
。

4
 
サ
ー
ビ
ス

青
色
申
告
用
簡
易
帳
簿
や
青

)1(
色
申
告
会
が
開
発
し
た
会
計
ソ

フ
ト
(
e
1
T
a
X
対
応
)
の

斡
旋
・
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

2
 
広
報
誌
に
ょ
り
最
新
の
税
情

)(
報
が
得
ら
れ
ま
す
。

3
 
税
金
に
つ
い
て
の
不
明
な
点

)

、し

(

に
つ
い
て
は
、
随
時
相
談
に
応

、し

じ
て
い
ま
す
。

室
国
青
色
申
告
会
総
連
合
会
長
.

東
北
青
色
申
告
会
連
合
会
長
毒
】

<
敬
称
略
>

,
是

'
、
、
、

審
,
,

済

ノ

通
常
の
掛
け
金
よ
り
割
安
な

「
傷
害
保
険
」
を
は
じ
め
、
小
規

模
事
業
者
の
た
め
の
退
職
金
制
度

'
、

、

白
河
法
人
会

6

法
人
会
は
、
円
年
を
超
え
る
歴

史
を
有
し
、
約
和
万
社
の
会
員
企

業
を
擁
す
る
我
が
国
で
も
有
数
の

団
体
で
す
。
全
国
蜘
の
法
人
会
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
公
益

社
団
法
人
白
河
法
人
会
は
、
白
河

税
務
署
管
内
の
約
勘
社
の
法
人
企

業
が
会
員
と
な
り
、
白
河
支
部

矢
吹
支
部
・
棚
倉
支
部
・
塙
支
部

か
ら
構
成
さ
れ
、
公
益
事
業
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
青
年

部
会
・
女
性
部
会
も
広
く
事
業
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
法
人
会
と
は
】

法
人
会
は
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
と
し
て

企
業
の
発
展
を
支
援
し

地
域
の
振
興
に
寄
与
し

国
と
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
す
る

経
営
者
の
団
体
で
あ
る

を
基
本
理
念
と
す
る
団
体
で
す
。

蚕
点
施
笆

ー
.
税
務
行
政
へ
の
協
力

2
.
税
制
改
正
に
対
す
る
提
一
言

要
望

3
.
税
の
啓
発
活
動
・
社
会
貢
献

4
.
企
業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
向
上
施
策

5
.
研
修
事
業
の
強
化

6
 
会
務
運
営
の
円
滑
化

フ
.
福
利
厚
生
事
業
の
推
進

軍
業
活
包

税
知
識
の
普
及
を
目
的
と
す

る
事
業

①
新
設
法
人
説
明
会

②
決
算
法
人
説
明
会

「

.

.

〒

《
表
彰
状
受
賞
》

藤
田
一
男
(
塙
皿

③
租
税
教
室

④
税
制
改
正
説
明
会

⑤
税
務
研
修
会

2
.
納
税
意
識
の
高
揚
を
目
的
と

す
る
事
業

①
税
に
関
す
る
「
絵
は
が
き
」

コ
ン
ク
ー
ル

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
広
報
誌

に
ょ
る
税
情
報
の
発
信

3
.
税
制
及
び
税
務
に
関
す
る
調

査
研
究
並
び
に
提
言
に
関
す

る
事
業

①
税
制
改
正
要
望

②
税
務
関
係
団
体
と
の
意
見
交
換

③
税
制
改
正
要
望
書
の
関
係
機

関
へ
の
提
出

④
税
制
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

4
.
地
域
企
業
の
健
全
な
発
展
に

資
す
る
事
業

①
各
種
セ
ミ
ナ
ー

②
複
式
簿
記
講
習
会

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー

5
.
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
的

と
す
る
事
業

①
公
開
講
演
会

6
.
会
員
一
荒
に
資
す
る
た
め
の

事
業

①
各
種
懇
親
会

②
青
年
部
会
・
女
性
部
会

③
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

フ
.
△
吾
貝
の
福
利
厚
生
に
関
す
る

事
業

【
今
後
の
行
事
予
定
】

1
月
会
報
「
ほ
う
じ
ん
白
河
」

第
輿
号
発
刊

1
月
令
和
7
年
度
新
設
法
人

説
明
会

1
月
令
和
7
年
度

第
3
回
決
算
法
人
説
明
会

3
月
令
和
7
年
度

名

一

会

i

第
2
黒
務
委
員
会

3
月
令
和
7
年
度

第
3
回
理
事
会

*
日
程
は
丞
疋
で
す
が
、
セ
ミ
ナ
ー
.

研
修
会
等
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
セ
ミ
ナ
ー
・
講
一
浜
会
等
は

会
員
以
外
の
方
も
受
講
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
当
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

乱
0
2
4
8
1
2
1
2
1
6
0

T
 
2
 
1

百
河
法
人
会
に
ご
入
会
い
た
だ
く
と
】

各
種
セ
ミ
ナ
ー
・
研
修
会

1

講
演
会
へ
の
参
加

2
.
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー

無
料
配
信

3
.
各
種
税
務
冊
子
の
経
配
布

4
.
情
繋
会
報
「
ほ
う
じ
ん
白

河
」
福
島
県
法
連
ニ
ユ
ー
ス

全
法
連
ニ
ユ
ー
ス
等
の
無

料
配
布

5
.
懇
親
会
等
で
の
異
業
種
間
で

の
意
見
交
換
・
交
流

6
.
福
利
厚
生
制
度
の
ご
利
用

①
各
種
保
険
の
団
体
割
引

^
P
E
T
が
ん
^
診
・
人
間
ド

ツ
ク
の
割
引
等

*
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

§
日
＼
＼
乏
冬
乏
.
m
冨
,
亘
冒
.
も
＼
)

ー
ー

( 5 )

白河税務署管内
青色申告会連合会

白河青色申告会

西郷村青色申告会

電話
FAX

0248-22-1068

0248.22-1068

表螂青色申告会

0248-22-1068

0248-22-1068

ひがし青色申告会

0248-25-1266

0248-25-1269

~この社会あなたの税がいきている。

泉崎村青色申告会

961.0908

0248323065

0248323966

中島村青色申告会

961-0908

白河市大手町9-1
中町会館2階

0248342779

0248343787

所在地

矢吹町青色申告会

9618091

白河市大手町9-1
中町会館2階

0248.53-2202

0248-533876

大信青色申告会

961,0416

西郷村大字熊倉字折口原693
商工会内

024852.2716

0248-52-3515

棚倉青色申告会

9a、0303

白河市表郷金山字長者久
保2表郷庁舎3F

024842-4176

0248-4-2087

矢祭町青色申告会

969-0101

白河市東釜子字殿田表65
商工会内

024846-2070

024846-3600

塙町青色申告会

9610102

泉崎村大字泉崎字下宿55・6
商工会内

0247333161

0247333162

鮫川村青色申告会

969-0221

中島村大字滑津字ニツ山204
商工会内

0247-46-2126

024746-2129

969-0309

矢吹町中町290
商工会内

0247-43-0371

0247-43-1254

963-6123

白河市大信町屋字町屋195
商工会内

0247-49-2171

0247.49-2541

9635118

棚倉町大字関口字上志宝23
商工会内

963-5405

矢祭町大字東館字館本52
商工会内

963-8401

塙町大字塙字大町331-1
商工会内

鮫川村大字赤坂中野字新宿38
商工会内
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白
河
間
税
会

間
^
^
本
は
、
消
費
^
を
中
心
と

し
た
間
接
税
の
納
税
者
で
組
織
す

る
団
体
で
す
。

目
的①
会
員
企
業
の
発
展

②
税
務
知
識
の
習
得
と
普
及

③
税
務
行
政
へ
の
協
力

役
割
・
使
命

①
会
員
企
業
の
立
場
で
、
税
制

及
び
税
務
執
行
の
改
善
の
た

め
の
提
言
と
国
税
当
局
と
の

ハ
イ
プ
役
と
な
り
ま
す
。

②
会
員
企
業
に
と
っ
て
必
要
な

税
務
や
経
営
の
た
め
の
情
報

を
提
供
し
ま
す
。

③
会
員
相
互
の
連
帯
と
協
調
を

図
り
、
企
業
の
発
展
と
会
員

の
福
利
厚
生
に
寄
与
し
ま
す
。

令
和
7
年
度
「
税
の
驚
」
優
秀
作
品

最
優
秀
賞

「
学
び
知
る
正
し
い
税
の

使
い
み
ち
」

釜
子
小
学
校
6
年

鈴
木
仁
雫
さ
ん

優
秀
賞
「
税
金
は
く
ら
し
を
よ
く
す
る

社
会
の
し
く
み
」

棚
倉
中
学
校
1
年

大
沼
良
太
郎
さ
ん

活
動税
制
や
税
務
執
行
に
関
す
る
提
言
活
動

消
費
税
定
着
推
進
運
動
・
消
費

税
完
納
運
動
の
推
進

消
費
税
の
啓
発
活
動

租
税
教
育
活
動
の
推
進

広
報
活
動

白
河
間
税
会
の
活
動

租
税
教
育
・
税
の
啓
発
活
動
の

一
環
と
し
て
、
「
税
の
儒
」
を
募

集
し
、
優
秀
作
品
を
表
彰
し
て
い

ま
す
。
令
和
7
年
度
白
河
間
税
会

で
は
白
河
税
務
署
管
内
の
小
学
生
、

中
学
生
、
高
校
生
を
対
象
と
し
て

「
税
の
儒
」
を
募
集
し
器
校
か
ら

1
2
8
5
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
審
査
会
を
開
催
し
最
優
秀
賞

優
秀
賞
白
河
税
務
署
長
賞

河
間
税
会
会
長
賞
な
ど
各
賞
を
決

定
し
受
賞
者
に
は
賞
状
、
零
品

を
贈
呈
す
る
予
定
で
す
。

優
秀
賞
「
税
金
の
行
き
先
わ
か
る

地
図
が
欲
し
い
」

白
河
第
二
小
学
校
6
年

山
田
果
廩
さ
ん

白
河
税
務
署
長
賞

「
み
ん
な
の
税
日
本
の
未
来
が

は
な
咲
か
す
」

近
津
小
学
校
6
年

渡
邉
詩
織
さ
ん

白
河
間
税
会
会
長
賞

「
ふ
る
さ
と
を
{
寸
り
育
て
る

地
方
税
」

釜
子
小
学
校
6
年

鈴
木
玖
羅
さ
ん

◆
白
河
間
税
会
会
員
の
募
集
◆

白
河
間
税
会
で
は
、
新
規
会
員

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
入
会
申

込
書
を
提
出
さ
れ
た
方
が
会
員
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
△
吾
貝
は
法
人

個
人
を
問
わ
ず
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
(
年
会
費
ー
ロ

5
0
0
0
円
。
幾
口
で
も
可
)

白
河
間
税
会
事
務
局

-
T
9
6
1
 
1
 
0
9
5
7

白
河
市
道
場
小
路
船
1
5

^
0
2
4
8
1
^
1
2
1
6
0

^
0
2
4
8
1
^
1
2
1
6
3

高
崎
・
渡
部

白
河
商
工
会
議
所

●
確
定
史
〒
消
費
税
史
品
個
別
相
雙
=
●

所
得
税
の
確
定
申
告
の
申
告
時

期
に
合
わ
せ
、
以
下
の
通
り
相
談

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
申
告
が

必
要
な
方
は
、
必
要
書
類
を
揃
え

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
会

場
の
混
雑
緩
和
の
た
め
事
前
の

予
約
を
推
奨
し
て
お
り
ま
す
。

次
の
日
程
で
相
談
会
を
実
施
致

し
ま
す
の
で
、
申
告
に
必
要
な
書

類
を
ご
持
参
の
上
、
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。

★
誤
目

3
月
2
 
日
、
 
5
 
日
、
 
9
日
、

松
貝
M
e
、
筋
日
(
6
日
間
)

★
時
間

9
時
釦
分
S
午
後
4
時
関
分

★
会
場
白
河
商
工
会
議
所

※
来
所
さ
れ
た
方
か
ら
順
次
ご
相

壁
受
け
付
け
ま
す

●
専
悶
永
派
遣
事
業
に
よ
る
個
別
廻
=
●

響
の
向
上
を
図
る
小
規
模
事
業

者
が
抱
え
る
種
々
の
問
題
(
税
務
、

経
営
、
情
報
化
等
の
騒
)
に
対
し

て
専
門
家
を
活
用
し
、
適
切
謬
断

助
言
を
行
う
こ
と
に
ょ
り
問
題
の

解
決
を
図
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
困
り
ご

と
を
抱
え
る
皆
さ
ま
、
専
門
家
派
遣

事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
こ
相
談
日
時
は
ご
相
談
者
と
派

遣
相
談
員
の
ご
都
合
に
^
口
わ
せ

て
調
整
い
た
し
ま
す
。

★
事
業
期
間

令
和
8
年
2
月
巧
日
ま
で

★
対
象
経
営
課
題
解
決
等
に
取
り
組

む
「
小
規
模
事
業
者
」
の
方
谷

員
・
非
会
員
問
わ
ず
)

〔
お
問
い
合
せ
〕

白
河
商
工
会
議
所

喩
0
2
4
8
(
器
)
3
1
0
1

白
河
小
売
酒
販
組
合

一

。
'
〆
W

、

表
紙
写
真

棚
倉
城
築
城
四
0
0
年

元
和
八
年
に
五
万
石
の
大
名
と
し
て
棚
倉

藩
主
と
な
っ
た
丹
羽
長
重
が
、
寛
永
二
年

(
一
六
二
五
年
)
に
江
戸
幕
府
の
命
を
受
け

て
築
城
し
ま
し
た
。
常
陸
と
境
を
接
し
、

羽
の
玄
関
口
に
位
置
す
る
要
衝
の
地
を
押
え

る
役
割
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
重
は
寛
永
四
年
白
河
へ
移
封
と
な
り
、

わ
っ
て
棚
倉
藩
主
と
な
っ
た
内
藤
信
照
に

よ
っ
て
、
引
き
続
き
城
の
造
営
や
城
下
の
整

備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
城
主
は
徳

川
譜
代
・
親
藩
の
家
柄
が
入
れ
替
わ
り
、

末
の
戊
辰
戦
争
で
新
政
府
軍
と
戦
い
落
城
し

ま
し
た
。
巨
大
な
土
塁
と
水
堀
で
区
画
さ
れ

る
長
方
形
の
本
丸
と
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
二

ノ
丸
、
そ
の
北
西
の
三
ノ
丸
か
ら
な
る
構
造

で
す
。
ニ
ノ
丸
西
側
崖
部
に
は
石
垣
が
築
か

《
編

集
》

白
河
地
区
税
団
協
広
報
委
員
会

白
河
税
務
署
管
内
青
色
申
告
会
連
合
会

父
厶
社
)
白
河
法
人
会

東
北
税
理
士
会
白
河
支
部

白
河
商
工
会
議
所

河
小
売
酒
販
組

白福
島
県
酒
造
組
合
白
河
支
部

白
河
問
税
会

福
島
県
南
地
区
商
工
会
連
絡
協
議
会

埜゛

.
b

.

.

れ
、
本
丸
土
塁
上

に
は
二
重
隅
櫓
4

棟
一
重
櫓
1
棟

が
建
て
ら
れ
、

櫓
間
を
連
結
す
る

多
門
櫓
は
東
北
地

方
の
城
郭
で
は
随

一
の
規
模
で
し
た
。

平
成
三
十
一
年
に
、

国
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

困
邑

静
圏
 
b

,
鼎

0
.

0
0

、

、

、

鸞
盲

圖
困
囚

γ
か

＼
/

一
楊
1
臓1
子
.

一

一
.

園

、

、

、

~この社会あなたの税がいきている。 ( 6 )

団造らない団譲り受けない団所持しない
許可なくどぶろくを造ること・飲むこと・預かることはできません。
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